
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た 

           

一
般
質
問
（八
尾
春
雄
） 

       

（１
）隣
地
か
ら
の
迷
惑
樹
木
に
つ
い
て 

（
問
）
居
住
者
が
な
く
、
所
有
者
も
判
然
と

し
な
い
隣
地
か
ら
枝
が
伸
び
、
台
風
時
に
枝

が
暴
れ
て
瓦
を
飛
ば
す
被
害
が
発
生
し
た
。

隣
ど
う
し
で
円
満
に
話
し
合
い
、
民
法
の
定

め
に
従
っ
て
、
加
害
者
の
側
で
枝
を
伐
採
す

る
必
要
が
あ
る
の
に
、
町
は
個
人
情
報
保
護

の
原
則
を
盾
に
し
て
加
害
者
情
報
を
被
害

者
に
は
開
示
し
な
い
。
加
害
者
の
中
に
は

「
被
害
者
の
負
担
で
あ
れ
ば
伐
採
は
認
め

る
」
な
ど
の
横
柄
な
対
応
も
あ
る
。 

（
理
事
者
）
個
人
情
報
は
本
人
の
了
解
が
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
で
き
る
。
ま
た
弁
護
士
等
の

有
資
格
者
が
調
停
等
の
手
続
き
に
必
要
で

あ
れ
ば
本
人
同
意
な
し
で
も
開
示
し
て
い

る
。 

（２
）第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て 

（
問
）
3
年
前
の
第
7
期
計
画
に
関
し
町

議
会
は
「
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
の
に

年
金
か
ら
勝
手
に
保
険
料
を
天
引
き
し
て

い
る
」
「
サ
ー
ビ
ス
量
の
過
大
見
積
も
り
」

「
介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
弱
い
こ
と
が

保
険
料
高
騰
の
原
因
」
等
の
議
論
を
行
い
介

護
保
険
料
の
値
上
げ
案
を
否
決
し
、
こ
の
結

果
住
民
か
ら
大
そ
う
喜
ば
れ
た
。
第
8
期

は
ど
う
か
。 

（
理
事
者
）
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
計
算
式

を
使
う
と
、
現
行
月
額
5200
円
を
同
5889
円
に

設
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
量
の

見
通
し
の
精
度
を
高
め
、
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
見
直
し
て
い
る
。
さ
ら
に
町
議
会
が

値
上
げ
案
を
否
決
し
た
真
意
が
策
定
委
員

に
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
の
で
、
正
確
に
伝
え
る
。 

（３
）国
保
の
県
単
位
化
に
つ
い
て 

（
問
）
町
が
示
し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
4
千

余
り
の
国
保
世
帯
の
7
割
が
年
間
所
得
189

万
円
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
年
収
に
換
算
す

る
と
296
万
円
以
下
に
な
る
。
4
人
家
族
で

試
算
す
る
と
年
間
国
保
税
は
35
万
円
を
超

え
負
担
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。
申
請
減
免

制
度
（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
だ
け
の
世
帯
、

但
し
所
得
上
限
あ
り
等
）の
継
続
、
必
要
な
ら

ば
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
を
実
行
し

国
保
税
の
軽
減
を
図
っ
て
ほ
し
い
。 

       

（
理
事
者
）
あ
と
3
年
で
県
下
の
国
保
が
統

一
さ
れ
る
の
で
基
準
の
統
一
は
進
め
る
、
か
つ

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

但
し
、
18
歳
ま
で
の
均
等
割
廃
止
は
県
町
村

会
か
ら
県
に
要
望
は
行
っ
た
。 

一
般
質
問
（
山
田
美
津
代
） 

（
１
）
要
介
護
者
へ
の
特
別
障
害
者
手
当
の
周

知
を 

（
問
）
こ
の
手
当
は
国
の
制
度
で
、
身
体
又
は

精
神
に
最
重
度
の
障
害
を
持
つ
方
に
月
額
２

７
３
５
０
円
を
３
か
月
毎
に
ま
と
め
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。
対
象
者
は
２０
歳
以
上
の
方

で
要
介
護
４
か
ら
５
で
特
別
な
介
護
が
必
要

な
方
、
又
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
も
受
給
可
能
で
あ
る
こ
と

を
周
知
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
町
長
）
支
給
申
請
に
あ
た
っ
て
は
医
師
意
見

書
が
必
要
で
あ
り
県
が
認
定
を
行
う
の
で
周

知
の
仕
方
が
難
し
い
が
、
制
度
を
知
っ
て
頂
く

た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
案
内
チ
ラ
シ
等
で
周

知
し
た
い
。 

（２
）公
共
交
通
元
気
号
の
時
刻
表
見
直
し
と

国
保
病
院
へ
の
直
通
便
を
。 

（
問
）
町
も
負
担
金
を
出
し
て
運
営
し
て
い
る

国
保
病
院
は
田
原
本
か
ら
は
無
料
で
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
広
陵
町
民
も
利

用
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。
又
、
元
気
号
を
雨
天
時
に
利
用
さ
れ

て
い
る
広
陵
高
校
生
徒
が
始
業
時
間
に
間

に
合
わ
な
い
、
帰
り
の
時
刻
が
な
い
と
不
便

に
感
じ
て
い
る
。
こ
の
時
刻
の
改
正
を
求
め

ま
す
。 

（
町
長
）
病
院
ま
で
は
国
保
病
院
を
拠
点
と

し
た
支
援
４
町
の
広
域
連
携
に
よ
る
新
た

な
公
共
交
通
の
構
築
を
図
る
。
元
気
号
の
広

陵
高
校
の
時
刻
は
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

基
づ
き
決
め
た
も
の
。
又
、
学
校
に
聞
い
た

と
こ
ろ
授
業
開
始
に
は
間
に
合
う
は
ず
と

の
答
だ
っ
た
。 

（
３
）給
食
喫
食
時
間
の
改
善
と
魚
献
立
の
改

善
を
。 

（
問
）
学
校
で
毎
日
食
べ
る
給
食
は
子
ど
も

達
の
体
と
心
を
作
る
。
そ
れ
な
の
に
喫
食
時

間
が
少
な
く
、
ま
だ
食
べ
た
い
の
に
か
た
ず

け
て
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
給
食
当
番

を
増
員
し
た
り
ワ
ゴ
ン
の
活
用
で
喫
食
時

間
の
確
保
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
又
、

以
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
残
し

た
献
立
に
魚
や
野
菜
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
改
善
が
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
教
育
長
）
喫
食
時
間
は
以
前
よ
り
5
分

長
く
し
て
い
る
。
学
校
側
も
適
切
な
時
間
と

回
答
し
て
い
る
の
で
ワ
ゴ
ン
な
ど
は
考
え

て
い
な
い
。
生
臭
い
魚
に
つ
い
て
は
献
立
の

改
善
や
調
理
方
法
の
見
直
し
を
行
う
。 

                                     敬称略、〇は賛成✕は反対 日本共産党 公明党 無所属 結果（議長は採決に参加しません） 
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12 月定例議会において、日本共産党

議員団は 19議案中、17議案に賛成、２

議案に反対しました 

議案92号グリーンパレス中研

修室の料金設定（800 円/時） 

✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 賛成 11 反対２で可決<12 月定例会> 

議案93号一般会計補正予算 ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 賛成 11 反対２で可決<12 月定例会> 

マイナンバー改修に１０００万円追加 

議案 83 号 町会議員に人勧

を適用する条例改定 

✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 長 〇 〇 〇 〇 〇 賛成 11 反対２で可決<11 月臨時議会> 

 

 

 

質問に活用しました 

（
中
略
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
抜
本
的
に
強
化

し
、
長
期
に
わ
た
る
対
策
の
た
め
、
地
方
で
も

対
策
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
の
大
幅
な

助
成
も
含
め
下
記
の
通
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
。 

 

記 

１ 

国
が
行
う
行
政
検
査
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
地
域
な
ど
で
は
医
療
・
介
護
施
設
の

職
員
、
新
規
入
院
・
入
所
者
の
検
査
だ
け
で
な

く
、
所
定
の
基
準
を
定
め
網
羅
的
な
検
査
を
行

う
こ
と 

２ 

医
療
・
介
護
・
障
が
い
者
福
祉
・
保
育
・

学
校
な
ど
の
職
員
に
つ
い
て
国
の
負
担
で
定

期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
こ
と 

３ 

地
方
自
治
体
が
取
り
組
む
地
域
外
来
・
検

査
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、人
員
の
配
置
や
機
器

を
そ
ろ
え
ら
れ
る
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99 

条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

令
和
２
年
12
月
22
日 

奈
良
県
広
陵
町
議
会 

 

内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
総
務

大
臣
・
財
務
大
臣 

各
位
宛 

 


